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｜。学ぶ意欲をもち、知性と良識の
あふれる村をつくります。

１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。
１．勤労を喜び、力を合わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。

１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい家庭と村をつくります。
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魚

は

、
冬

が

甸

。
』

ｊ

福
浦
歌
舞
伎
食
談
義

＝

三
月
二
十
五
日
・
ア
ル
ザ
ス

今 月 の 紙 面

２～４ むらの話題

５～６ あしら廿

ワ 国保のしおリ

８～９ 出稼ぎ現地の

みなさん

１０～１１ 保健婦だより

捏 交毋だより

１３ 税務・年金だより

１４ ＜らしの情報

戸籍の窓口

〔義経千本桜のー幕〕

〔後 継者 の熱 演〕

〔県内外から

１５０名の参加〕



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡くださいＯ

村

お

こ

し

２１

世

紀

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

＝
佐
井
の
９
ｅ
ｎ

ｋ
・－

を
発
信

す
る
＝

基
調
講
演

大
森

彌

東
京
大
学
教
養
学
部
教
授

三
月
十
一
日
、
津
軽
海
峡

文
化
館
ア
ル
ザ
ス
で
「
村
お

こ
し
２１
世
紀
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

佐
井
の
ｇ
ｅ
ｎ
ｋ
ｌ
を
発
信

す
る
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
か
れ
、
約
二
百
三

十
人
の
関
係
者
が
佐
井
村
の

将
来
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

佐
井
村
が「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い

販
売
事
業
」
を
通
じ
た
都
市

交
流
な
ど
地
域
振
興
事
業
が

評
価
さ
れ
「
全
国
町
村
会
優

良
町
村
表
彰
」
を
受
賞
す
る

こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
こ
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
受
賞
記
念

の
一
還
と
し
て
行
な
わ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
立
ち
、

東
京
大
学
教
養
学
部

大
森
彌
教

授
が
「
大
を
興
こ
し
、
地
域
を
興

こ
す
」
と
題
し
て
基
調
講
演
し
た
。

こ
の
中
で
、
大
森
教
授
は
、
自
然

豊
か
な
資
源
か
ら
地
域
活
性
化

の

素
材
が
発
見
で
き
、
村
役
場
職
員

の
人
材
育
成
が
必
要
で
あ
る
。
観

光
地
は
一
度
行
っ
た
ら
二
度
行
か

な
い
イ
メ
ー
ジ
が
殆
ん
ど
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
佐
井
に
来
て
良
か
っ

た
。
も
う
一
度
行
き
た
く
な
る
村

づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。
地
域
に

住
ん
で
い
る
人
の
自
か
ら
可
能
性

を
引
き
出
す
こ
と
が
大
事
で
あ
る

こ
と
を
強
調
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
後
、
昨
年
七
月
、
八
月
に

佐
井
村
を
訪
れ
た
、
東
京
大
学
教

養
学
部
の
調
査
班
が
報
告
書
に
基

づ
き①
東
京
勤
務
者
の
地
方
志
向

②
佐
井
村
に
お
け
る
女
性
の
流

出
入③
佐
井
村
の
将
来
象
と
行
政
二

ト
ス①
観
光
政
策
の
現
状
と
展
望
に

つ
い
て
、
報
告
さ
れ
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
、
野
月
ひ
さ
子
㈱
ら
い

ず
代
表

が
岸
野
洋
久
東
京
大
学
教

養
学
部
助
教
授
、
笹
森
正
東
北
地

域
文
化
研
究
所
長
ら
が
調
査
班
の

東
京
大
学
生
を
交
え
て
、
交
流
型

の
地
域
振
興
に
つ
い
て
パ
ネ
ル

デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

①
漁
業
に
つ
い
て
は
、
生
き
残

り
を
図
る
う
え
で
創
意
と
工
夫
を

考
慮
し
た
方
向
性
を
探
る
。

②
補
助
事
業
を
活
用
す
る
だ
け

で
な
く
、
自
か
ら
知
恵
を
働
か
せ

た
村
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
。

な
ど
の
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ

た
。今
後
は
、
一
回
だ
け
の
調
査
に

と
ど
ま
ら
ず
、
東
京
大
学
と
の
交

流
を
続
け
、
佐
井
村
活
性
化
に
つ

な
げ
て
行
き
た
い
。

愛
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
／
’

今
年
も
次
の
日
程
で
予
防
注

射
を
行
い
ま
す
の
で
、
昨
年
の

春
に
注
射
を
受
け
な
か
っ
た
犬

や
、
生
後
九
十
一
日
以
上
に
な

っ
た
犬
は
必
ず
予
防
注
射
を
受

け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
昨
年
受
け
ら
れ
た
犬

も
狂
犬
予
防
法
に
よ
り
年
一
回

の
登
録
と
予
防
注
射
を
受
け
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

役
場
か
ら
通
知
書
を
発
送
し

ま
す
が
、
漏
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
指
定
の
場
所
及
び

時
間
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※

放
し
飼
い
の
犬
は
、
保
健

所
と
協
力
し
て
捕
獲
し
ま
す

の
で
、
犬
の
放
し
飼
い
は
絶

対
し
な
い
で
下
さ
い
。

平成７年度狂犬病予防注射日程表



第
二
回室
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

二
月
二
十
五
囗
、
ア
ル
ザ
ス
を

会
場
に
室
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会

は
、
冬
期
間
の
体
力
づ
く
り
と
老

人
と
青
年
の
交
流
を
目
的
に
佐
井

村
青
年
赤
十
字
奉
仕
団
も
参
加
、

お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
高
齢
者
の
生
き
が

い
と
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
の
ひ

と
つ
と
し
て
と
ら
え
、
上
位
３
チ

ー
ム
に
は
、
メ
ダ
ル
も
用
意
さ
れ
、

熱
戦
が
く
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

９
チ
ー
ム
が
競
い
合
っ
た
結
果
、

上
位
３
チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
で

す
。優
勝

寿
Ａ
チ
ー
ム

（
坂
井
二
郎

大
畑
繁
光

長
島
市
郎

坪
谷
政
道

樋
口
た
み

大
畑

ま
り
子

石
戸
美

矢
子
）

準
優
勝

寿
Ｂ
チ
ー
ム

（
石
戸
福
光

宮

木
栄
子

｛
呂
野
正

治

舘
脇
か
の

黒
沢
剛
｝

第
三
位

ぬ
い
ど
う
Ｂ
チ
ー
ム

（
田
中
太
吉

越

膳
龍
吉

内
藤
武

田
中
俊
一

田
中

正
七

越
善
す
言

第
六
回

下

北

地

域

伝

承

郷

土

芸

能

発

表

大

会

三
月
五
日
、
下
北
文
化
会
館
に

お
い
て
第
六
回
下
北
地
域
伝
承
郷

土
芸
能
発
表
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
多
く
の
人
々
に
伝

統
、
芸
術
及
び
文
化
を
理
解
し
て

頂
く
こ
と
に
よ
り
、
伝
承
芸
能
関

係
者
を
奨
励
及
び
育
成
し
、
も
っ

て
地
域
文
化
の
発
展
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

佐
井
村
か
ら
は
原
田
共
済
会
が

神
楽
を
披
露
し
、
会
場
に
訪
れ
た

方
々
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
の
拍
手

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

農

家

の

み

な

さ

ん

へ

佐
井
村
農
業
委
員
会
で
は
、

今
年
も
農
作
業
労
働
賃
金
等
を

協
議
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り

改
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

農
家
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
農
業
に
関
す
る
ご
相

談
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

昔

且

八
）
二
一
一
一

※
こ
の
表
は
標
準
協
定
で
す
。

状
況
に
よ
り
両
者
協
議
の
う
見

取
り
決
め
し
て
く
だ
さ
い
。

阪

神

大

震

災

義

援

金

総

額

で

百

四

十

万

円

集

ま

る

日
赤
佐
井
村
分
区
で
は
一
月

二
十
日
か
ら
阪
神
大
震
災
被
害

者
救
援
の
義
援
金
受
付
を
開
始

し
、
広
報
さ
い
３
月
号
に
も
掲

載
し
ま
し
た
が
三
月
十
五
日
現

在
の
寄
付
さ
れ
た
方
（
佐
井
村

分
区
扱
い
）
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
皆
さ
ま
の
心
あ
た
た
ま
る

義
援
金
に
よ
り
、
少
し
ず
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
復
興
の
足
音
が

聞
え
て
お
り
ま
す
。

紙
上
を
借
り
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

川
原
町
分
団

一
一
、六
一
〇
円

佐
井
村
漁
協

三
〇
、〇
〇
〇
円

佐
井
村
議
会

六
五
、〇
〇
〇
円

診
療
所
窓
ロ

ー
四
、
〇
〇
〇
円

牛
滝
子
ど
も
会
一
〇
、
〇
〇
〇
円

（
３
／
１５
現
在
一
、
四
一
九
。

八
一
八
円
）



三戸郡

室
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

青
森
県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
三

戸
支
部
の
配
慮
に
よ
り
、
三
戸
郡

室
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
寿
チ

ー
ム
が
初
参
加
し
ま
し
た
。

三
月
九
日
、
南
部
町
体
育
館
で

行
な
わ
れ
た
こ
の
大
会
に
は
、
三

戸
郡
下
よ
り
４０
チ
ー
ム
が
参
加
し

体
育
館
４
コ
ー
ト
を
使
用
し
、
競

技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
戸
郡
は
県
下

で
も
レ
ベ
ル
の
高

い
地
区
で
あ
り
、

各
町
村
の
体
育
館

や
五
戸
町
で
は
五

戸
ド
ー
ム
で
冬
で

も
思
い
き
り
練
習

が
で
き
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
強
豪
を

相
手
に
一
生
懸
命

プ
レ
ー
し
ま
し
た

が
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
進
め
ま
せ

ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
対

外
試
合
は
、
こ
れ

か
ら
の
佐
井
村
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
に
大

き
く
つ
な
が
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

○
結
果
元
木
平
（
三
戸
町
）
１０
－

１０
寿

内
容
負
け

階
上
Ｂ
（
階
上
町
）
１３
１
１０
寿

高
頼
（
名
川
町
）

５
－

１２
寿

一
勝
二
敗

「

婦

人

の

つ

ど

い

」

開

催

さ

れ

る

去
る
三
月
五
日
、
ア
ル
ザ
ス
に

お
い
て
佐
井
村
地
域
婦
人
団
体
連

合
会
主
催
に
よ
る
「
婦
人
の
つ
ど

い
」
が
信
頼
の
輪
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
に
盛
大
の
う
ち
に
終
り
ま

し
た
。
当
日
は
む
つ
保
健
所
長

推
葉

茂
樹
先
生
の
「
佐
井
村
に
お
け
る

健
康
と
福
祉
」
と
題
し
て
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
会
長
の
音
頭
で
来
年
も

ま
た
つ
ど
い
に
参
加
す
る
こ
と
を

誓
い
合
い
、
有
意
義
な
一
日
を
過

し
ま
し
た
。

第
１７
回

佐
井
村
小
学
生
卓
球
大
会

第
２５
回

佐
井
村
卓
球
選
手
権
大
会

２
月

２６
日

、
佐
井
中
学
校
体
育

館
を
会
場
に
両
大
会
が
開
催
さ
れ
、

団

体
戦
、
個
人
戦
、

ダ
ブ
ル

ス
に

熱

戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次

の
と

お
り
で
す

。

小

学
生

の
部

団
体
戦

優

勝

佐
井
小
Ａ
チ

ー
ム

第
二
位

原
田
小

第
三
位

牛
滝
小
Ａ
チ

ー
ム

ク

ク

Ｂ
チ

ー
ム

三
年
生
以
下
の
部

男
子

優

勝

藤
田

啓
介
（
原
田
小
）

第
二
位

菊
池

清
春
（
佐
井
小
）

第
三
位

千
船

泰
斗
（
牛
滝
小
）

ク

池
田
貴
亜
樹
（
原
田
小
）

三
年
生
以
下
の
部

女
子

優

勝

川
村

直
子
（
佐
井
小
）

第
二
位

太
田

園
香
（

ク

）

第
三
位

山
口

智
恵
（
原
田
小
）

四
年
生
の
部

男
子

優

勝

宮
部

正
徳
（
牛
滝
小
）

第
二
位

坂
井

健
人
（

々

）

第
三
位

金
沢

偉
人
（
原
田
小
）

ク

竹
内

学
（
牛
滝
小
）

四
年
生
の
部

女
子

優

勝

山
田

泉
（
佐
井
小
）

第
二
位

岡
村

直
美
（

ク

）

第
三
位

山
本

裕
子
（

ク

）

ク

加
藤

美
雪
（
原
田
小
）

五
年
生
の
部

男
子

優

勝

菊
池

一
春
（
佐
井
小
）

第
二
位

宮
田

大
輔
（
原
田
小
）

第
三
位

岩
泉

竜
太
（
佐
井
小
）

々

船
越

一
也
（
牛
滝
小
）

五
年
生
の
部

女
子

優

勝

川
村

育
子
（
佐
井
小

）

第
二
位

船
越

幸
子
（
牛
滝
小

）

第
三
位

竹
内

信
子
（

ク

）

ク

池
田

彩
子
（
原
田
小

）

六
年
生
の
部

男
子

優

勝

太
畑

恭
平
（
牛
滝
小

）

第
二
位

下
斗
米

満
（
原
田
小

）

第
三
位

島

野

裕
明
（
佐
井
小

）

六
年
生
の
部

女
子

優

勝

山

口

美
雪
（
佐
井
小
）

第
二
位

坂
井

千
雪
（
牛

滝
小
）

第
三
位

田
中

育
美
（
原
田
小
）

ク

山
本

妙
子
（
佐
井
小
）

一
般
（
団
体
）

優

勝

若
品
本

第
二
位

林
野

ク
ラ

ブ

第
三
位

若
と
中
年

々

河
野

景
子

一
般

（
ダ
ブ
ル
ス
）

優

勝

若
山
・
磯
川
組

第
二
位

竹
内
・
島
野
組

第
三
位

立
成
・
坪

井
組

ク

紀
伊
・
小
笠
原
組

一
般

（
男
子
・
ラ

ー
ジ
）

優

勝

菊
池

丈
博

第
二
位

小
笠
原
勝
将

第
三
位

若
山

豈（

Ｉ

ク

山
崎

英
明

一
般

（
女
子
・
ラ

ー
ジ
）

優

勝

石
戸

節
子

第
二
位

｛
呂
沢
か
す
み

第
三
位

福
田

夕
子

ク

坪
谷

明
子



木

材

業

者

の

登

録

に

つ

い

て

木
材
業
を
営
も
う
と
す
る
方
で

県
内
に
営
業
所
又
は
工
場
を
有
す

る
方
は
、
知
事
の
登
録
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
い

う
木
材
業
と
は
、
木
材
（
素
材
、

製
材
、
特
殊
用
材
）
の
生
産
又
は

販
売
を
行
う
業
の
こ
と
で
す
。

登
録
の
申
請
は
、
登
録
を
受
け

よ
う
と
す
る
日
の
十
日
前
ま
で
に

木
林
業
も
営
も
う
と
す
る
方
の
住

所
を
管
轄
す
る
農
林
事
務
所
に
、

所
定
の
申
請
書
に
手
数
料
を
添
え

て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
登
録
の
有
効
期
間
は
、

登
録
を
受
け
た
日
か
ら
一
年
以
内

の
四
月
三
十
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

下
北
地
方
農
林
事
務
所

林
務
課

昔

代
表

二
二
－

八
五
八
一

内
線
二
四
三

自

衛

官

募

集

中

自
衛
隊
で
は
次
の
と
お
り
陸
・

海
・
空
自
衛
隊
の
幹
部
候
補
生
等

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
自
衛
隊
青
森
地
方

連
絡
部
む
つ
募
集
事
務
所
に
お
問

い
合
せ
下
さ
い
。

（
電
話

二
二
－

七
四
八
百

医
科
・
歯
科
幹
部
自
衛
官

○
受
付
期
間

四
月
二
十
日
～
五
月
二
十
六
日

○
試
験
日

六
月
六
日

○
受
験
資
格

医
科
・
歯
科
医
師
の
免
許
を
有

し
て
い
る
者

一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

○
受
付
期
間

四
月
二
十
日
～
五
月
二
十
六
日

○
試
験
日

六
月
二
十
四
日

○
受
験
資
格

二
十
二
歳
上

一
十
六
歳
の
者

医
科
・
歯
科
・
薬
剤
師
幹
部
候
補

生○
受
付
期
間

六
月
一
日
～
六
月
三
十
日

○
試
験
日

七
月
二
十
八
日

○
受
験
資
格

・
医
科
・
歯
科

専
門
大
学
卒
業
（
見
込
）
の

三
十
歳
未
満
の
者

・
薬
剤
科

大
学
卒
業
（
見
込
）
の
二
十

六
歳
未
満
の
者

○
佐
井
村
で
は
次
の
方
が
自
衛
官

募
集
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

自
衛
隊
に
関
す
る
こ
と
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
で
も
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。

・
自
衛
官
募
集
相
談
員

今

修
一

三
八
－
四
一
三
七

竹
内

修

三
八
上

一
二
二
二

・
佐
井
村
自
衛
隊
父
兄
会

奥
本
洋
典

三
八
－

二
二
二
五

今月の休診日

１１日 第２火曜日

２５日 第４火曜日

＝佐井診療所＝

最低工賃改正のお知らせ

男子・婦人既製服製造業の家
内労働（内職）に適用される最
低工賃が左表のように改正さ
れ、５月１日から施行されるこ

とになりました。
最低工賃についての詳細、最
低工賃金額表を希望される委託
者、家内労働者の方は、

青森労働基準局賃金課
ａ０１７ワー３４－４１１１に

お問い合せ下さい。

「青 森 県 婦 人 の 船 」 団 員 募 集

青森県の婦人が洋上研修を通じて、女性の自己啓発、相互理解

及び地域間交流の促進等を図ることにより、地域社会に貢献でき

る有為の女性の育成と地域活動の促進に資することを目的に、第

３回「青森県婦人の船」が実施されます。

○航 程 青森港堤埠頭～東京港晴海埠頭（現地解散）

○実 施時 期 平成フ年９月２３日（土）から２５日（月）までの

３日間

○使用の船舶 新さくら丸（１７，３８９トン）

○募集 人 員 約２２０名（うち、佐井村の募集人員は１名）

○応募 資 格

・概ね３０歳から６０歳までの女性

・心身ともに健康で団体生活及び船内生活に適応できる方

・帰郷後、それぞれの地域、職場等において活動が期待できる方

○参 加 費用 居住地から青森まで、及び下船後東京から帰村

までの旅費

○研修内容等

・船 内研 修 講話、講演、テーマ別討論会、自主講座、交

歓交流会、洋上フェスティバル等

・事前説明会 日程及び研修内容の説明、班別及び地区別打合

せ等

○参加申込み 平成フ年４月３０日まで、役場住民福祉課で受付し

ます

○お問い合せは役場住民福祉課まで ０３８－２１１１

米 軍 三 沢 基 地 内 大 学 の

平 成 ７ 年 度 就 学 生 募 集

米軍三沢基地内の大学・大学院で勉強してみませんか。

■短 大 セントラル・テキサス短期大学
・ 大 学 メリーランド大学

・ 大 学 院 オクラホマ大学、トロイ州立大学

・ 応募資格 日本国籍がある次の方

○短大・大学 高等学校を卒業した方または同等以上の

学力があると認められる方

○大 学 院 大学を卒業した方

■募集人員 ５０名

・ 募集期間 ４月１日～４月３０日

・ 試 験

一次試験 ５月１４日（英語のＴＯＥＦＬ試験）

二次試験 ６月１８日（面接）
・ 願書の請求・問い合わせ先

（財）青森県国際交流協会

青森市安方１－１－３２ 水産ビル５Ｆ

ａ０１７７―３５―２２２１



「

青

森

県

青

年

の

船

」

団

員

募

集

青
森
県
の
青
年
が
洋
上
に
お
け
る
研
修
と
規
律
あ
る
団
体
生
活
を
通

じ
、
自
己
啓
発
及
び
青
年
相
互
の
連
帯
感
の
醸
成
並
び
に
地
域
間
の
交

流
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
訪
問
地
の
歴
史
・
産
業
・
経
済
等
の
視

察
、
現
地
青
年
と
の
交
流
・
交
歓
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
国
際
的
視
野

の
拡
大
と
国
際
強
調
の
精
神
を
培
い
、
青
森
県
の
次
代
を
担
う
有
為
の

青
年
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
第
六
回
「
青
森
県
青
年
の
船
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

○
訪
問
先

○
大
韓
民
国
（
釜
山
、
慶
州
、

ソ
ウ
ル
、
仁
川
）
。

○
中
華
人
民
共
和
国
（
天
津
、

北
京
）
。

○
実
施
時
期

平
成
七
年
九
月
十
日
（
日
）
か

ら
二
十
三
日
（
土
）
ま
で
の
十

四
日
間
。

○
使
用
船
舶

新
さ
く
ら
丸

（
一
七
、
三
八
九

ト
ン
）

○
募
集
人
員

約
三
五
〇
名

（
う
ち
、
佐
井
村

の
募
集
人
員
は
二
名
）
。

○
応
募
資
格

○
概
ね
二
十
歳
か
ら
三
十
歳
ま

で
の
男
女
。

心
身
と
も
に
健
康
で
長
期

に
わ
た
る
団
体
生
活
及
び
船

内
生
活
に
適
応
で
き
る
方
。

○
帰
国
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
、

職
場
等
に
お
い
て
活
動
が
期

待
で
き
る
方
。

○
参
加
費
用

○
一
人

一
六
五
、
〇
〇
〇
円

○
そ
の
他
、
旅
券
発
行
手
数
料
、

制
服
代
等
が
か
か
り
ま
す
。

○
研
修
内
容

○
船
内
研
修

講
義
、
講
話
、
ブ
ロ
ッ
ク
別

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
組
別
・

係
別
活
動
、
行
事
活
動
等
に

よ
る
研
修
。

○
訪
問
地
研
修

訪
問
地
の
歴
史
、
産
業
、
経

済
等
に
関
す
る
視
察
・
見
学

及
び
現
地
青
年
と
の
交
歓
・

交
流
に
よ
る
研
修
。

○
事
前
研
修

船
内
生
活
及
び
訪
問
先
で
の

視
察
、
交
流
等
に
必
要
な
知

識
等
を
修
得
す
る
た
め
の
研

修
。

○
事
後
研
修

青
年
の
船
に
参
加
し
て
得
た

成
果
を
地
域
活
動
等
に
活
か

す
た
め
の
研
修
。

○
参
加
申
込
み

平
成
七
年
四
月
三
十
日
ま
で
、

役
場
住
民
福
祉
課
で
受
付
し
ま

す
。

○
お
問
い
合
せ
は
役
場
住
民
福
祉

課
ま
で

昔
三
八
－
二
一
一
一

第６回「青森県青年の船」事業日程（案）



国
保
の
し
お
り

老
人
保
健
制
度
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

七
十
歳
以
上
（
寝
た
き
り
な
ど

の
お
と
し
よ
り
は
六
十
五
歳
以
占

の
お
と
し
よ
り
の
医
療
は
、
す
べ

て
老
人
保
健
法
の
も
と
に
運
営
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お

医

者

さ

ん

に

か

か

る

と

き

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、

か
な
ら
ず
「
保
険
証
」
と
老
人
保

健
法
に
よ
っ
て
交
付
さ
れ
た
「
健

康
手
帳
」
、
「
医
療
受
給
者
証
」

の
提
示
が
必
要
で
す
。

窓

口

で

支

払

う

一

部

負

担

金

お
医
者
さ
ん
の
窓
口
で
支
払
う

一
部
負
担
金
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

入

院

一
日
七
百
円

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
で
住

民
税
非
課
税
世
帯
は
一
日
三
百

円
を
二
ヶ
月
間
の
限
度
で
負
担

し
ま
す
。通

院

一
ヶ
月
千
十
円

平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
医

療
機
関
ご
と
に
負
担
し
ま
す
。

医 療 費 の 状 況

〔１２月診療分〕

医療 費 の状 況

〔１１月診療分〕



お

元

気

で

す

が

出

稼

耆

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な
さ
ん
、
現

地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
ぶ
、
み
な
さ
ん
と
の
か
け

橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写
真
な
ど
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

全

国

出

稼

者

大

会

報

告

佐
井
村
季
節
労
務
者
協
議
会

会

長

長

後

雄

二

「
第
三
十
一
回
全
国
出
稼
者
大

会
」
及
び
「
全
国
出
稼
組
合
連
合

会
第
二
十
五
回
定
期
大
会
」
が
、

去
る
二
月
十
二
日
、
東
京
三
宅
坂

文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
肌
寒
い
が
き
り
り
と
し

た
晴
天
で
し
た
。
集
ま
っ
た
の
は

北
海
道
、
東
北
六
県
と
新
潟
県
の

東
日
本
大
会
で
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
全
国
出
稼

組
合
連
合
会
々
長
（
参
議
院
議
員
）

細
谷
昭
雄
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
で
、

ま
ず
第
一
に
、
一
月
十
七
日
午
前

五
時
四
十
五
分
発
生
し
た
戦
後
最

悪
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
、
阪
神

大
震
災
に
か
か
わ
る
死
者
五
、
三

七
八
名
、
行
方
不
明
者
二
名
、
負

傷
者
三
四
、
六
二
六
名
、
家
屋
全

半
壊
（
焼
失
も
含
む
）
一
五
九
、

五
四
四
棟
、
火
災
数
五
三
一
件
、

が
れ
き
の
推
量

气

一
〇
〇
万
ト

ン
、
そ
の
後
も
続
い
て
い
ま
す
こ

の
痛
ま
し
い
出
来
ご
と
に
思
い
を

寄
せ
、
死
亡
者
に
一
分
間
の
黙
祷

を
全
員
起
立
で
捧
げ
る
よ
う
提
言

し
て
涙
な
が
ら
に
黙
祷
を
捧
げ
ま

し
た
。
こ
と
ば
を
続
け
て
、
こ
れ
ま
で

三
十
年
の
出
稼
運
動
の
成
果
の
う

え
に
新
た
な
発
展
を
め
ざ
し
な
が

ら
、
出
稼
者
の
自
主
的
で
か
つ
、

全
国
一
の
組
織
と
し
て
、
出
稼
者

の
権
利
を
守
り
条
件
を
か
ち
と
る

こ
と
が
出
稼
運
動
で
あ
る
こ
と
、

労
働
省
は
き
ち
ん
と
受
け
と
め
て

い
る
。
や
は
り
わ
れ
わ
れ
が
声
を

か
け
な
け
れ
ば
、
要
求
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
二
十
世
紀
は
物
へ

の
時
代
だ
っ
た
。
二
十
一
世
紀
は

よ
り
人
間
を
考
え
、
自
然
を
大
切

に
す
る
共
生
の
時
代
だ
。

今
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
変

わ
っ
て
き
た
が
、
政
治
も
そ
の
範

疇
に
あ
っ
て
ど
の
よ
う
に
変
わ
る

か
先
ゆ
き
が
わ
か
ら
な
い
。

出
稼
運
動
も
、
出
稼
者
の
減
少

と
と
も
に
活
動
も
停
滞
し
、
組
織

運
営
も
困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と

も
事
実
で
す
。

出
稼
者
大
会
を
中
心
と
し
た
組

織
の
強
化
拡
大
に
改
め
て
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
で
す
。
と
結
び
ま

し
た
。
来
賓
者
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
労

働
省
、
社
会
党
、
全
日
農
、
中
央

労
働
市
民
会
議
、
顧
問
弁
護
士
、

港
町
診
療
所
、
な
ど
の
代
表
が
、

そ
れ
ぞ
れ
連
滞
の
決
意
を
表
明
し

て
く
れ
ま
し
た
。

出
稼
運
動
も
い
よ
い
よ
様
変
り

の
転
期
に
来
て
い
る
と
思
う
。

出
稼
者
の
諸
要
求
に
関
す
る
決

議
で
も
、
長
期
に
わ
た
る
不
況
で

出
稼
者
に
対
す
る
求
人
は
大
幅
に

減
少
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
今
年
か

ら
コ
メ
の
部
分
開
放
も
お
こ
な
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
出
稼
者
は

Ｉ

層
苦
境
に
た
た
さ
れ
る
。
一
方
、

出
稼
者
に
対
す
る
労
働
行
政
の
整

備
が
進
み
、
労
働
条
件
は
改
善
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
景
気
に

左
右
さ
れ
収
入
が
減
少
し
た
り
、

家
族
と
長
期
間
わ
か
れ
た
生
活
を

し
な
が
ら
過
酷
な
労
働
に
就
労
し

て
い
る
こ
と
に
変
り
が
な
い
。

建
設
業
で
の
労
働
災
害
の
多
発
、

不
明
確
な
雇
用
関
係
は
後
を
絶
た

ず
、
健
康
管
理
も
い
ま
だ
万
全
と

は
い
え
な
い
。
ま
た
、
建
設
業
に

お
い
て
宿
舎
の
火
災
が
発
生
す
る

な
ど
、
建
設
業
附
属
寄
宿
舎
規
程

が
守
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
依

然
と
し
て
多
い
。

出
稼
者
の
労
働
諸
条
件
を
改
善

す
る
た
め
に
は
「
出
稼
労
働
者
対

策
要
綱
」
を
、
出
稼
者
の
就
労
し

て
い
る
事
業
所
に
最
低
限
の
こ
と

と
し
て
守
ら
せ
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
特
に
、
有
給
休
暇
の
附
与

や
宿
舎
の
改
善
、
退
職
金
共
済
制

度
の
適
用
な
ど
、
建
設
業
に
お
け

る
労
働
条
件
等
を
抜
本
的
に
改
善

す
る
必
要
が
あ
る
。
当
面
政
府
に

対
し
て
左
記
事
項
の
実
現
を
要
求

し
て
た
た
か
い
を
す
す
め
る
。

記

一
、
出
稼
者
の
労
働
、
生
活
な
ど

諸
条
件
の
改
善
の
た
め
「
出
稼
労

働
者
対
策
要
綱
」
「
圜
要
領
」
を

事
挙
王
や
自
治
体
、
関
係
団
体
に

完
全
に
実
施
さ
せ
る
よ
う
、
行
政

指
導
を
強
化
す
る
こ
と
。
と
く
に

出
稼
者
に
対
す
る
有
給
休
暇
の
実

施
、
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
の

完
全
適
用
、
就
労
先
で
の
健
康
管

理
の
充
実
等
に
つ
い
て
、
行
政
指

導
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
。

一
、
労
働
災
害
防
止
の
た
め
、
安

全
管
理
に
つ
い
て
は
、
元
請
が
責

任
を
持
つ
よ
う
に
す
る
こ
と
を
は

じ
め
、
災
害
発
生
時
の
避
難
、
連

絡
体
制
の
抜
本
的
な
対
策
を
講
ず

る
こ
と
。

『

休
日
の
確
保
や
週
休
二
日
制

な
ど
、
普
及
を
図
る
た
め
、
出
稼

者
の
賃
金
体
系
を
月
給
制
へ
改
善

す
る
な
ど
の
指
導
を
お
こ
な
う
こ

一
、
出
稼
者
に
選
挙
権
を
保
障
す

る
た
め
、
選
挙
期
間
の
短
縮
に
見

合
う
不
在
者
投
票
の
簡
素
化
な
ど

制
度
の
改
善
を
は
か
る
こ
と
。

气

他
に
も
あ
り
ま
す
が
略
し
ま

す
。農
林
漁
業
政
策
の
確
立
に
関
す

る
決
議
で
は
、
冷
害
凶
作
、
猛
暑

Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
発
足
、
食
糧
管
理
法
の

廃
止
と
新
食
糧
法
の
成
立
な
ど
、

農
業
と
農
村
は
連
続
し
て
手
ひ
ど

い
打
撃
を
受
け
て
い
る
。
米
不
足

は
一
転
し
て
過
剰
と
な
り
、
減
反

は
再
び
強
化
さ
れ
、
米
価
は
暴
落

の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
加
え
て
円
高
な
ど
に
よ
る
産

業
の
空
洞
化
に
よ
っ
て
、
地
域
で



の
雇
用
機
会
は
減
少
し
、
ま
す
ま

す
出
稼
ぎ
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い

事
態
に
直
面
し
て
い
る
。
も
は
や

単
な
る
農
業
政
策
だ
け
で
な
く
、

総
合
的
な
農
村
、
農
民
対
策
の
確

立
が
急
務
で
あ
る
。

村
山
政
権
の
も
と
で
、
ガ
ッ
ト

農
業
関
連
対
策
、
青
年
農
業
者
に

対
す
る
就
農
援
助
、
中
山
間
地
域

の
農
業
振
興
な
ど
の
諸
施
策
が
具

体
化
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の

一
方
で
は
、
土
地
改
良
や
認
定
農

家
制
度
の
よ
う
に
選
別
、
合
理
化

農
政
も
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
七
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

農
制
審
議
会
の
最
終
答
申
で
、
よ

り
一
層
の
農
業
合
理
化
路
線
が
打

ち
出
さ
れ
る
心
配
も
あ
る
。

よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
出
稼
ぎ

し
な
い
で
も
食
え
る
農
政
が
、
一

日
も
早
く
確
立
さ
れ
る
よ
う
左
記

事
項
の
速
や
か
な
実
現
を
要
求
す

る
。

記

气

安
全
な
食
糧
の
国
内
自
給
を

可
能
と
す
る
「
食
糧
自
給
基
本
法

（
仮
称
）
を
制
定
す
る
こ
と
。
ま

た
、
世
界
の
農
業
と
環
境
を
守
る

新
た
な
農
産
物
の
貿
易
ル
ー
ル
を

確
立
す
る
こ
と
。

一
、
新
食
糧
法
は
、
輸
入
及
び
備

蓄
、
生
産
調
整
を
含
め
て
全
量
を

国
が
責
任
を
も
っ
て
掌
握
し
、
生

産
者
米
価
の
暴
落
を
防
ぎ
、
再
生

産
が
保
障
さ
れ
る
生
産
者
米
価
決

定
シ
ス
テ
ム
と
し
、
政
省
令
等
の

策
定
に
当
た
っ
て
は
生
産
農
家
の

意
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ

と
。
ま
た
、
農
林
水
産
行
政
の
後

退
に
直
結
す
る
食
糧
事
務
所
、
支

所
の
統
廃
合
は
お
こ
な
わ
な
い
と

と
も
に
、
米
麦
の
国
営
検
査
制
度

を
堅
持
す
る
こ
と
。

气

米
の
生
産
調
整
は
中
長
期
的

需
給
計
画
を
基
本
と
し
、
海
外
援

助
米
や
エ
サ
米
制
度
を
確
立
し
て

「
過
剰
米
」
や
「
米
不
足
」
が
生

じ
な
い
よ
う
万
全
の
対
策
を
と
る

一
、
面
積
単
位
に
水
田
保
全
費
や

森
林
管
理
費
を
交
付
す
る
方
法
や

第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
に
よ
る
水
田

保
全
管
理
組
織
や
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

組
織
後
継
者
育
成
組
織
な
ど
を
通

じ
て
、
農
家
や
後
継
者
に
直
接
所

得
を
保
障
す
る
方
式
な
ど
、
創
意

工
夫
を
お
こ
な
っ
て
、
日
本
型
デ

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
政
策
を
実
現
す
る

一
、
農
業
、
林
業
、
漁
業
政
策
を

個
々
別
々
に
お
こ
な
う
の
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し
、

相
互
が
関
連
し
あ
っ
た
施
策
を
確

立
し
、
豊
か
な
農
林
漁
業
を
復
活

さ
せ
る
こ
と
。

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
決
議
し
ま
し

た
。ま
だ
ま
だ
出
稼
者
の
ま
わ
り
に

は
解
決
す
べ
き
問
題
が
残
さ
れ
て

お
り
、
黙
っ
て
い
て
は
私
た
ち
の

生
活
は
よ
く
な
ら
な
い
。
出
稼
者

の
生
活
と
権
利
を
守
り
労
働
条
件

等
を
改
善
す
る
た
め
、
広
く
仲
間

に
呼
び
か
け
、
地
域
や
職
場
で
出

稼
者
の
組
織
を
作
り
、
全
国
出
稼

組
合
連
合
会
に
結
集
し
、
た
た
か

い
の
輪
を
広
げ
よ
う
。

統
一
の
自
治
体
選
挙
や
参
議
院

選
挙
に
も
働
く
も
の
の
立
場
に
立

っ
て
勝
利
し
よ
う
。

大
会
に
は
、
佐
井
か
ら
は
私
、

山
本
秀
夫
さ
ん
、
現
地
か
ら
は
、

北
川
勝
司
さ
ん
、
小
笠
原
政
信
さ

ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

未来を み つめ 週休 ２日 時短 で築 く ゆと り の青森

平 成 ７ 年 ４ 月 ４ 日 か ら

法 定 労 働 時 間 が 変 更 に な り ま す ／

平成７年４月１日から、規模１０人未満の製造業等一部の事業場について一週間の法定労働時間が

短縮されることとなっていますが、その内容は次のとおりです。

○製造業、鉱業、建設業、運輸交通業、貨物取扱業及び清掃・と畜の事業のうち規模１０人末満の事

業場の週法定労働時間については、週４４時間に短縮されます。

○商業、接客娯楽業の事業のうち規模五人末満の事業場の週法定労働時間については、週４６時間に

短縮されます。

各事業場で定める一週間の所定労働時間については、下表の時間を超えることはできませんので

ご留意下さい。

なお、詳しくは、青森労働基準局、最寄りの労働基準監督署にお訪ね下さい。

１週 の法定 労働 時間 一覧表

１週４０時間（原則どおり、週４０時間が適用される事業場です）
１週４４時間（週４０時間制の適用が猶予され、週４４時間までまで認められる事業場です）
１週４６時間（特例措置として週４６時間まで認められる事業場です）



保健婦だより
『
脳
卒
中
予
防
の
た
め
に
』

年
一
回
の
健
診
を
１・

舂
う
ら
ら
か
な
陽
気
と
な
り
、
冬
の
間
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
だ

っ
た
方
々
も
そ
ろ
そ
ろ
山
菜
と
り
、
畑
仕
事
、
散
歩
等
と
活
動
的
な
季

節
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
元
気
な
れ
ば

こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

「
健
康
で
い
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
空
気
み
た
い
な
も
の
で
そ
の
大

切
さ
は
病
気
に
な
っ
て
は
じ
め
て
気
づ
く
よ
う
な
も
の
と
、
よ
く
聞
か

れ
ま
す
。

今
月
は
成
人
病
の
中
で
も
、
本
人
や
家
族
の
心
が
け
次
第
で
予
防
効

果
（
ま
た
は
再
発
防
止
）
が
期
待
さ
れ
る
脳
卒
中
予
防
に
つ
い
て
取
り

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

現

在

の

自

分

の

状

況

を

知

っ

て

お

く

こ

と

脳
卒
中
を
起
こ
す
と
、
生
命
に

は
異
常
が
な
い
場
合
で
も
、
運
動

障
害
や
知
的
障
害
な
ど
が
残
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

脳
卒
中
は
、
誰
に
で
も
起
こ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
高
血
圧
な
ど
の
脳
卒
中
を
起

こ
し
や
す
い
原
因
が
な
い
か
チ
ェ

ッ
ク
す
る
（
健
診
等
を
う
け
言

こ
と
や
、
日
常
生
活
の
中
で
改
善

す
べ
き
と
こ
ろ
が
な
い
か
な
ど
、

現
在
の
自
分
の
体
の
状
態
を
知
る

こ
と
が
一
番
大
切
で
す
。

脳

卒

中

の

危

険

因

子

と

は

？

高
血
圧
、
栄
養
不
足
、
ス
ト
レ

ス
等
が
引
き
金
に

脳
卒
中
は
、
た
っ
た
一
つ
の
原

因
で
起
こ
る
の
で
は
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
が
複
雑
に
か
ら
み
合

っ
て
発
作
を
起
こ
し
ま
す
。

脳
卒
中
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
な

り
や
す
い
要
因
を
極
力
取
り
除
い

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
高
血
圧
が
続
く
と
、
血
管
に
負

担
が
か
か
り
、
血
管
が
も
ろ
く
破

れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
血

流
の
圧
力
に
対
応
し
て
血
管
の
壁

が
厚
く
な
り
、
動
脈
硬
化
を
促
進

さ
せ
、
血
管
が
つ
ま
っ
た
り
と
い

っ
た
障
害
が
出
や
す
く
な
り
ま
す

（
図
１
参
照
）

・
栄
養
不
良
と
い
っ
て
も
昔
の
食

料
難
の
時
代
の
よ
う
な
も
の
で
は

な
く
、
飽
食
の
時
代
の
中
で
か
え

っ
て
偏
っ
た
食
事
か
ら
く
る
も
の

で
、
血
管
に
十
分
な
栄
養
が
ゆ
き

渡
ら
な
く
な
り
、
血
管
が
も
ろ
く

な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

・
心
臓
病
が
あ
る
と
、
心
臓
の
動

脈
に
血
液
の
塊
が
で
き
や
す
く
、

そ
れ
が
は
が
れ
脳
の
細
い
血
管
に

詰
ま
っ
て
し
ま
う
脳
塞
栓
が
あ
り

ま
す
。

・
急
激
な
温
度
変
化
に
よ
る
も
の
、

特
に
最
近
は
暖
房
設
備
が
整
っ
た

た
め
か
、
昔
は
冬
に
多
か
っ
た
も

の
が
、
春
先
か
ら
夏
に
か
け
て
起

こ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

・
ス
ト
レ
ス
（
寝
不
足
・
過
労
・

興
奮
の
し
す
ぎ
・
精
神
的
緊
張
な

ど
）
が
高
血
圧
を
亢
進
さ
せ
て
し

ま
い
ま
す
。

・
脳
の
血
管
は
年
齢
と
と
も
に
硬

く
も
ろ
く
な
り
ま
す
。
特
に
４０
才

を
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
脳
の
血
管
に
、

動
脈
硬
化
が
で
は
じ
め
て
き
ま
す
。

「４ 」４１‾・｜の 保 健 事 業

才
繋 ム

場所 役場健康相談室

電話での相談も受付けしますの

で、お気軽にご利用下さい。

１４囗（金） 保健協力員研修会

場所 振興センター

時間 午前１０時～正午

１叉Ｍ宍｜
ニチ宮がん乳がん検診

場所 アルザス

受付時間 １２時３０分～

１３時３０分まで

２５日㈹ 複合検診

（基本検診・胃腸病検診・

大腸がん検診・肺がん検

診・結核検診）

場所 川目生活改善センター

受付時間 午前５時～

２６日（水） 乳児健康相談・離乳食実

習

場所 振興センター

時間 午前１０時～正午

対象児 平成６年８月生～

６年１２月生

２７日（木） 食生活改善推進員研修会

場所 振興センター

時間 午前１０時～午後２時

２８日（金） リハビリ教室

場所 あすなろ

時間 午後１時～３時まで

高血圧を予防する食生活のポイント・

①毎日の食事に６つの基礎食品を組み合わせて栄養のバランスをとる

②食事は腹八分目に食べるようにする

③脂肪の少ない肉や魚、大豆製品のうちどれかを毎食欠かさずにとる

④調昧料はひかえめにする（食塩は１日１０９以下とする）

⑤砂糖を多＜含む菓子類や清涼飲料水などをとリ過ぎないようにする

⑥アルコール飲料は飲み過ぎないようにする



動

脈

硬

化

血
管

の
内
側
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
沈
着
し
、

本
来
は
弾
力
性
に
富
ん
だ
血
管

が
、
厚
く
硬
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
状
態

。
進
行
す

る
と

、
硬
化

部
分
に
ど
ん
ど
ん
沈
着
物
が
増
え

、
血
管

の
内

腔
が
狭
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
動
脈
硬

化
は
、

年
を
と
れ
ば
誰
に
で
も
起
こ

り
ま
す
が
、
食
事

や
運
動
な
ど
の
日
常
生
活
上

の
注

意
で
、
進
行

を
遅
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

脳

卒

中

予

防

は

自

己

管

理
（
セ

ル

フ

ケ

ア

）
か

ら

１
、
食
生
活
を
改
善
す
る
。

２
、
定
期
的
な
健
診
を
受
け
る
。

３
、
運
動
不
足
・
過
労
・
肥
満
・

ス
ト
レ
ス
の
解
消
を
は
か
る
。

４
、
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
、
タ
バ
コ
は

吸
わ
な
い
。

５
、
保
温
に
気
を
つ
け

る
。

こ
と
な
ど
が
日
常
生

活
上
の
注
意
点
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
努
力
は
大

変
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
習
慣
化
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
結

果
的
に
は
、
自
分
の
命

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

基

本

健

康

診

査

で

健

康

チ

ェ

ッ

ク

を

平
成
七
年
度
の
成
人

病
関
係
の
検
診
が
四
月

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

四
月
二
十
五
日
、
川

目
地
区
が
ト
ッ
プ
バ
ッ

夕
１
と
し
て
行
な
わ
れ
ま
す
。
順

次
、
五
月
～
七
月
に
か
け
て
、
各

地
区
を
巡
回
し
ま
す
。

一
日
で
基
本
健
診
・
胃
腸
病
検

診
・
大
腸
が
ん
検
診
・
肺
が
ん
検

診
・
結
核
検
診
が
で
き
る
複
合
検

診
方
法
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

基
本
健
診
で
は
、
高
血
圧
や
、
動

脈
硬
化
、
心
臓
病
と
か
が
チ
ェ
ッ

ク
で
き
ま
す
。

後
日
、
各
地
区
担
当
の
保
健
協

力
員
が
申
し
込
み
を
募
る
た
め
、

毎
戸
訪
問
い
た
し
ま
す
。
た
っ
た

一
日
の
検
診
で
、
一
年
間
安
心
し

た
生
活
を
送
る
た
め
に
も
、
健
康

で
い
る
今
、
健
診
を
是
非
受
け
ま

し
ょ
う
。

リ

ハ

ビ

リ

教

室

に

参

加

し

て

み

ま

せ

ん

か

村
で
は
毎
月
一
回
、
脳
卒
中
後

遺
症
者
や
虚
弱
な
方
々
を
対
象
に

機
能
訓
練
を
目
的
と
し
た
「
リ
「

ビ
リ
教
室
」
を
、
あ
す
な
ろ
（
高

齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
士

で
行

っ
て
い
ま
す
。

平
成
六
年
度
か
ら
は
、
む
つ
総

合
病
院
の
理
学
療
法
士
の
指
導
の

も
と
、
個
別
訓
練
と
集
団
訓
練
を

取
り
入
れ
、
楽
し
く
そ
し
て
、
み

ん
な
で
励
ま
し
合
っ
て
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。
歩
き
方
が
上
手
に
な

っ
た
り
、
立
ち
上
が
り
の
動
作

が

ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
り
効
果
も
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
再
発
す
る
人
も
な
く
、

約
１０
名
ぐ
ら
い
の
人
が
利
用
し
て

い
ま
す
。

７
年
度
は
、
理
学
療
法
士
の
指

導
回
数
も
年
６
回
の
予
定
で
す
。

参
加
希
望
す
る
方
は
役
場
住
民
福

祉
課
保
健
婦
ま
で
連
絡
し
て
下
さ

い
。



交毋だより

佐 井 村

交通安全母の会

平
成
七
年
度

交

通

安

全

母

の

会

総

会

を

終

え

て

佐
井
村
交
通
安
全
母
の
会

去
る
二
月
二
十
二
囗
ア
ル
ザ
ス

海
峡
の
間
に
お
い
て
、
平
成
七
年

度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
に
入
る
前
に
母
の
会
発
展

に
ご
協
力
頂
い
た
方
々
へ
、
母
の

会
、
交
通
安
全
対
策
協
議
会
の
連

名
の
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
そ
の
後

佐
井
村
か
ら
会
長
を
退
任
さ
れ
ま

す
松
谷
三
枝
さ
ん
に
感
謝
状
が
お

く
ら
れ
ま
し
た
。
松
谷
三
枝
さ
ん

永
い
間
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
か
。

次
に
大
間
警
察
署
交
通
係
長
さ

ん
の
方
か
ら
、
管
内
事
故
の
概
況

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
飲
酒
運
転
・

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
非
着
用
者
が
多

く
県
内
で
も
悪
い
方
に
入
る
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

協
議
に
入
り
、
平
成
六
年
度
事

業
・
会
計
報
告
・
平
成
七
年
度
事

業
計
画
案
が
発
表
さ
れ
後
、
役
員

改
選
が
お
こ
な
わ
れ
新
会
長
に
東

出
ミ
ヤ
さ
ん
が
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

尚
、
新
役
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。会

長

東
出

ミ
ヤ

副
会
長

金
沢

弘
子

ク

エ
藤
せ
つ
子

ク

宮
野
寿
美
子

書

記

奥
本

日四
子

ク

島
野

敦
子

会

計

長
尾
千
代
子

ク

柳
田

則
子

監

事

大
久
保
玲
子

々

齊
藤
ま
さ
子

最
後
に
、
私
達
母
親
の
立
場
か

ら
特
に
子
供
と
老
人
と
老
年
運
転

者
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
と
と
も

に
、
家
族
ぐ
る
み
で
交
通
安
全
思

想
の
普
及
に
努
め
交
通
事
故
の
な

い
明
る
い
村
づ
く
り
に
寄
与
す
る

こ
と
を
誓
い
ま
す
。
と
宣
言
さ
れ

無
事
終
了
し
ま
し
た
。

会

長

退

任

に

あ

た

り

松

谷

三

枝

佐
井
村
長
よ
り
感
謝
を
頂
き
ま

し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
浅
学
非
才
の
私
か
、
今
迄
務
め

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
の
も
、
皆

様
の
ご
協
力
が
あ
れ
ば
こ
そ
。又
、

私
か
人
と
し
て
の
道
を
ふ
み
は
ず

す
こ
と
な
く
成
長
出
来
ま
し
た
の

も
偏
に
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

賜
と
思
い
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
会
の
お
陰
で
沢
山
の
お
友

達
が
出
来
宝
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
会
長
を
退
任
し
ま
し

て
も
、
生
涯
学
習
と
思
い
一
会
員

と
し
て
出
来
る
限
り
協
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

又
、
新
会
長
東
出
ミ
ャ
さ
ん
を

私
以
上
に
ご
支
援
ご
協
力
下
さ
い

ま
し
て
、
母
の
会
を
発
展
さ
せ
て

下
さ
い
ま
す
よ
う
あ
わ
せ
て
お
願

い
致
し
ま
す
。

本
当
に
ノ

水
い
間
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

４月１日現 在

交通事故死ゼ囗

４
，
１７４日

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 交通安全は家庭から

県 内 の 交 通 事 故 概 況

（平成７年） 青森県交通対策協議会

Ｏ 内は前年。累計 は１月 から。速報値のため後日変更することがあります。

新入学（園）児の交通事故防止運動
実施期間

４月６日（木）～４月１２日（水）

スローガン

「飛び出せば 車とけんかで

君の負け」

運動の重点

１ 新入学（園）の児童の安全指導と

保護活動の推進

２ 運転者の児童等保護義務の遵守

促進

毎 月１日は交通安全家庭の日 １０日、２０日、３０日は交通事故 ゼロの日

カチットペルト キチット ルール



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

Ｓ ０１７７－２３－２３７９

確
定
申
告
が
間
違
っ
て
い
た
と
き

税
額
を多
く
申
告
し
て

い
た
と
き

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、

税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
こ
と

に
気
付

い
た
と
き
は
、
「
更
正
の

請
求
」
を
し
て
正
し
い
税
額
に
訂

正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

税
額
を
少
な
く

申
告
し
て

い
た
と
き

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、

税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
こ

と
に
気
付
い
た
と
き
は
、
「
修
正

申
告
」
を
し
て
正
し
い
税
額
に
修

正
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
、
申
告
書
の
提
出
を
忘

れ
て
い
た
と
き
は
、
た
だ
ち
に
確

定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

四

月

か

ら

保

険

料

が

変

わ

り

ま

す

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
四
月

分
か
ら
一

二

七
〇
〇
円
に
な
り

ま
す
。
現
在
わ
が
国
で
は
、
世
界
に
も

類
を
見
な
い
ほ
ど
人
口
の
高
齢
化

が
進
み
、
年
金
を
受
け
る
人
の
数

は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

安
定
し
た
年
金
の
支
給
を
続
け

て
い
く
た
め
に
は
、
保
険
料
の
額

を
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要

な
の
で
、
段
階
的
に
引
き
上
げ
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

国
民
の
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
老

後
の
生
活
の
柱
と
し
て
「
年
金
」

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
を
引
き
続
き
健
全
に

運
営
し
て
い
く
た
め
に
、
保
険
料

の
引
き
上
げ
に
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
三
号
被
保
険
者
の

届
出
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
が

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に

加
入
し
て
い
る
人
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者
は
、
国
民
年
金
の
第

三
号
被
保
険
者
と
な
り
、
そ
の
間

は
実
際
に
保
険
料
を
納
め
る
必
要

は
な
く
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金

額
を
計
算
す
る
と
き
、
保
険
料
を

納
め
た
期
間
と
し
て
計
算
さ
れ
ま

す
。こ
の
第
三
号
被
保
険
者
に
該
当

し
た
と
き
は
届
出
を
す
る
必
要
が

あ
り
、
こ
の
届
出
が
遅
れ
る
と
保

険
料
を
納
め
た
も
の
と
み
な
さ
れ

る
期
間
は
二
年
前
ま
で
し
か
さ
か

の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
結
果
、
将
来
受
け
る
年

金
が
減
額
さ
れ
た
り
、
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
事
態
と
な
り
ま

す
。し
か
し
、
昨
年
の
年
金
制
度
改

正
で
、
第
三
号
被
保
険
者
の
届
出

漏
れ
の
人
へ
の
救
済
措
置
と
し
て
、

平
成
七
年
四
月
か
ら
平
成
九
年
三

月
ま
で
の
間
に
届
出
を
す
れ
ば
、

第
三
号
被
保
険
者
に
該
当
し
た
と

き
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
保
険
料

を
納
め
た
期
間
と
し
て
認
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

届
出
を
し
な
か
っ
た
ば
っ
か
り

に
、
将
来
受
け
ら
れ
る
年
金
の
額

で
損
を
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

自
分
か
届
出
を
忘
れ
て
い
た
期
間

が
な
か
っ
た
か
、
こ
の
機
会
に
お

確
か
め
く
だ
さ
い
。

第１８回佐井村ナイター

卓 球 大 会 成 績

優勝 ファミリー

２位 花の中年

３位 おつきあいくらぶ①

４位 林野クラブ

５位 若品本

６位 ラプオール

ア位 チームＩｓ

８位 バナナブラザーズ

９位 いろは組

１０位 貴品本

１１位 ガレージ紀伊ＡＡＡ

１２位 中道ひょうきん族

１３位 チームチャーリー

１４位 おつきあいくらぶ②



祝 儀 ・不 祝 儀 袋 の

ア ・ラ ・カ ル ト

覚えておきたいマナー

三
月

と
四
月

は
、
卒
業
、
入

学
、
就
職
と
慶
事
の
多
い
季
節
で

す
。
ま
た
、
季
節
の
変
わ
り
目
で
、

不
祝
儀
を
出
す
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
祝
儀
と
不
祝
儀
を
問

わ
ず
、
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
を

紹
介
し
ま
す
。

現
金
を
贈
る
場
合
、
現
在
で
は

市
販
さ
れ
て
い
る
祝
儀
袋
や
不
祝

儀
袋
を
使
う
の
が
一
般
的
で
す
。

慶
事
は
結
婚
祝
い
の
「
寿
」
、
入

学
や
就
職
祝
い
の
「
御
祝
」
、
そ

の
ほ
か
に
「
御
礼
」
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
弔
事
は
、
「
御
言
前
」
や

「
御
香
典
」
、
「
志
」
な
ど
で
す
。

豪
華
な
袋
に
、
少
額
の
お
金
を
包

む
の
も
お
か
し
な
も
の
で
す
し
、

そ
の
逆
も
同
じ
と
い
え
ま
す
。
袋

は
、
包
む
金
額
に
合
わ
せ
て
選
び

ま
し
ょ
う
。
「
御
霊
前
」
は
仏
教

（
四
十
九
日
ま
で
）
、
神
道
、
キ

リ
ス
ト
教
す
べ
て
に
、
「
御
香
典
」

は
仏
教
に
使
わ
れ
ま
す
。

表
書
き
に
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
書
く

人
が
い
ま
す
が
、
毛
筆
で
書
く
の

が
礼
儀
で
す
。
字
が
下
手
で
も
、

丁
寧
に
か
い
書
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

墨
の
色
は
「
慶
事
は
濃
く
、
弔
事

は
薄
く
」
で
す
。
不
祝
儀
を
薄
く

書
く
の
は
、
悲
し
み
の
涙
で
墨
も

薄
く
な
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま

す
。氏
名
の
書
き
方
に
は
、
決
ま
り

が
あ
り
ま
す
。
慶
事
・
弔
事
を
問

わ
ず
、
水
引
き
の
下
で
袋
の
中
心

に
、
上
部
の
文
字
よ
り
小
さ
め
に

書
き
ま
す
。
連
名
は
三
人
ま
で
で

す
。
中
央
か
ら
書
き
出
し
て
、
は

じ
め
に
目
上
、
次
に
目
下
の
順
で

す
。
四
人
以
上
の
場
合
は
代
表
者

名
を
書
き
、
横
に
「
他
一
同
」
と

小
さ
く
入
れ
ま
す
。

包
み
の
折
り
方
は
、
慶
事
と
弔

事
で
は
違
い
ま
す
。
慶
事
は
、
幸

せ
が
何
度
も
重
な
り
福
を
受
け
と

め
る
の
意
味
か
ら
上
側
を
先
に
折

っ
て
下
側
の
折
り
返
し
を
上
に
重

ね
ま
す
。
弔
事
は
、
悲
し
み
に
頭

を
下
げ
る
の
意
味
か
ら
慶
事
と
は

逆
に
、
下
側
を
ま
ず
折
っ
て
か
ら

上
側
を
重
ね
ま
す
。
そ
し
て
、
水

引
き
を
か
け
ま
す
。
最
近
は
上
部

や
下
部
の
折
り
返
し
が
短
く
、
重

な
ら
な
い
包
み
が
売
っ
て
い
ま
す

が
、
覚
え
て
お
く
ほ
う
が
い
い
で

し
ょ
つヽ
。

お 詫 び と 訂 正

広報３月号の「第１８回佐井村

ナイター卓球大会結果」は「第

１８回佐井村ナイター卓球大会中

間結果」の間違いでしたので訂

正しておわびいたします。

２ 月２８日現 在 人 口（前月比）

男 １，ワ５４（＋３）

女 １，７６４（－１）

計 ３，５１８（＋２）

世帯数 １，１０９（＋１）

満１纛になります
宮

川

元

之

輔

罘

ん

（
英
徳
・
静
子
）
大
佐
井

和

田

七

依

お
£

（
寛
・
友
子
）
大
佐
井

松

橋

諒

久

罘

ん

（
徹
・
眞
紀
子
）
古
佐
井

戸 籍 の窓 口
３月１４日現在

○お誕生日おめでとう

横 浜 祥 太（芳彦）磯 谷

紀 伊 将 利（克己）古佐井

○ご結婚おめでとう

Ｇ田 村 一 弘（大畑町）

聿 田 真理子（大佐井）

若 山 秀 己（古佐井）Ｇ

召 沢 妙 子（秋田県）

｜木 下 憲 文（青森市）

長谷川 紀 子（牛 滝）

○おくやみ申し上げます

坂 井 長太郎（ひさ）牛 滝

金 沢 舂 夫（きつ）原 田

松 本 き よ（一義）原 田

宮 野 ラテイ（順一）大佐井

※個人のプライバシーを尊重する意味

で掲載してほしくない方は、届出の

際、係に申し出て下さい。
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